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ASCジャパン 公式SNSアカウント

ASCジャパンの公式SNSアカウントが2020年8月より運用開始となりました。

幅広い層の消費者に対するASC認証の認知拡大を目指し、また、パートナー企業の皆様にも
有益なコンテンツを随時配信していきますので、Facebook、Instagram、Twitterともに「フォ
ロー」と「いいね」をどうぞよろしくお願いいたします。

下記のロゴをクリックしていただければ、アカウントにリンクします。

1 5 9 5 9 0 4 5 3 6

https://www.facebook.com/ascaquajapan/
https://www.instagram.com/ascjapan/
https://twitter.com/ASC_jpn


2021年10月
一般社団法人 MSCジャパン、ASCジャパン

サステナブル・シーフード・ウィーク2021



キャンペーン実施内容
MSC・ASCについてのアニメーション動画

さかなの魅力をイラストや歌で伝える「さかなのおにいさん」として活躍中のラジオDJ・ナレーターの
川田一輝さんがナレーションを担当。

Twitterで動画を配信
MSC、ASCどちらか、または両方のアカウントをフォローして、動画を視聴後、ツイートする。

長嶋祐成さんのイラストを使用したオリジナルQUOカードが当たる
抽選で300名様に「魚譜画家」長嶋祐成さんの「ギンザケ」 「ビンナガマグロ」の

イラストがそれぞれ入った1000円分のQUOカードです。

MSC、ASCのアニメーション動画

川田一輝さん



消費者向けASCウェブサイト増設
9月に消費者向けコンテンツ「養殖とは」をASCのウェブサイトに増設いたしま
した。トップページのタイトルの一番右側になります。これまでASCのウェブサ
イトは水産関係者向けのコンテンツが多くありましたが、より消費者を含む幅
広い方々に分かりやすく説明をしたサイトとなります。現在は8項目に分かれ
ており最後にはFAQもあります。
• ASCとは
• 水産養殖が重要な理由
• 責任ある水産養殖が必要な理由
• ASCラベルの付いた水産物の購入で、状況はどう変わるのでしょう？
• ASCは信頼のおける基準ですか？
• ASC認証が改善を重ねていることは、どのように確認できますか？
• ASCによる責任ある水産物摂取の支援のしくみ

今後はSNSと連携してより多くの方に責任ある養殖の重要性を伝え、さらに
内容も随時追加していく予定です。

https://jp.asc-aqua.org/aquaculture-explained/

https://jp.asc-aqua.org/aquaculture-explained/


国内のASCの認知度＝９％

 １８−２９歳の認知度が最も高い２９％

 ６５歳以上の認知度が最も低く１％以下

 関東地方の認知度が最も高く、九州で最も低い

同じ調査海外では；

• オランダ４２％

• ドイツ２２％

• フランス１２％



11%

水産養殖と持続可能性に対する認識

将来の食糧需要 天然魚 VS 養殖魚 持続可能性に関する認識

10%

45%

34%

天然 vs養殖: 購入時の意識
天然を主に購入

42% は、海を守るためには、持続可
能な供給源からの水産物のみを消費し
なければならないと考えています。

46% ブランドのサステナビリティに
関する主張は、独立した組織によって
明確に表示される必要があると考えて
います。

日本の水産物消費者の
54% は、増加する世界人口に対応する
ために、根本的または大きな変化が必要
だと考えている
42% が、情報に基づいて食品を選ぶこ
とで、地球規模の課題への取り組みに貢
献したいと回答している

28%

3%
69%

天然 vs養殖: 購入時の好み

日本の消費者は、「持続可能な養
殖」よりも「責任ある養殖」を好む
人が2倍います。その主な理由は、
「責任ある養殖」が消費者にとって
安全・安心・健康を連想させるから

であると考えられます。

解決策
（増加する人口に対応するために、消費
量を増やす食品について）

39% がもっと養殖の水産物を
食べるべきだと考えている
24%がもっと天然の水産物食べ
るべきだと考えている

養殖を主
に購入

どちらも

意識して
ない

天然を好む

養殖を好む

49% 28%
どちらも 24%

責任ある養殖 持続可能な養殖

課題点
(消費を抑える食品について) 

23% が肉を食べるのを減らすべ
きだと考えている（牛、豚、ラム
肉など）

好みなし



ASCのブランド

ASCはすでに水産養殖業界で最大かつ最も信頼されてい
る水産エコラベルです。
10年前のASCは、小さい団体でした。しかし、そこから
世界中に展開し、「ASCブランド」の普及に努めてきま
した。
今後も予算の増加と新たな消費者エンゲージメント戦略
により、ASCブランドは世界的に最も認知され、好まれ
る責任あるロゴとなることを目指しています。



Thank you！
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